
現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

① 現地調査計画

② 総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

設定目的 　天然生ミズメ林。設定：平成6年　面積：8.17ha

写真3

調査プロット1林内
中齢～高齢のヒノキアスナロ
が優占し、老齢のミズメやブ
ナが混生している。

調査プロット2林内
どちらのプロット
も、林床にはヒノキ
アスナロの低木が
優占している。

ミズメ枯損木

 二岐山ミズメ林木遺伝資源保存林

 016

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、ミズメが比較的多く見られる林分に2地点設定されている。第1回

モニタリング地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約300m

～500m、徒歩20分～30分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内
ミズメ老齢木

調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－ ミズメの後継木や、プロット周辺で確認されているミズメ成木の分布状況や活力状態に留意する。また、本保護林内のヒノキアスナロは、火山細屑流堆積地上に成立する天然のヒノキアスナロ群落であり、この地域の特徴的な群
落の一つである。当保護林は、H30年度に甲子・二岐山周辺冷温帯ブナ植物群落保護林と統合される見込みである。統合後のプロットを検討する必要がある。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は二岐山の南側山麓、湯七八の東側に位置
し、全てが天然生林である。周辺国有林は広く天然生林
が分布し、育成天然林、人工林2が斑状に分布する。一

部人工林1、林地外も見られる。保護林は天然生林のみ
と接続する。保護林の西側には民有林が広く分布し、保
護林のすぐ近くには奥西部林道が通っている。また、保
護林には二岐山への登山道が通っている。保護林は二
岐風景林と接続する。

【保存対象樹種：ミズメ】(林木遺伝資源の保存)

【調査プロット設置状況】
  保存対象となっている樹種が比較的多く見られる場所
を候補地として選定した。また、可能な限り保存対象種が
調査プロットに含まれるよう選定した。当保護林は、5ha

以上500ha未満の面積であるため、2箇所の調査プロット
を選定した。

【調査プロット1：ヒノキアスナロ・ミズメ群落】（標高1,064m）

　高木層は高さ20～26m、胸高直径30-90cm(最大はブナ)、植被率90％で、ヒノキ
アスナロが優占し、ミズメ、ブナが混生して生育している。保存対象種である、高木
層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上のミズメは3本が生育し、、最大胸高直

径は63.6cmである。プロット内の胸高直径18cm以上のミズメに枯損は認められな
い。老齢のブナとミズメが散在する中に、中齢のヒノキアスナロが亜高木層から高木
層にわたって旺盛に生育している様相を呈している。次世代を担うミズメの中低木
(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)の生育はみられない。
また、小円部における植生調査の結果でも、草本層にミズメ実生の生育は認められ
ない。

【調査プロット2：ヒノキアスナロ・ミズメ群落】（標高1,069m）

　高木層は高さ17～20m、胸高直径35-95cm(最大はミズナラ)、植被率70％で、ヒ
ノキアスナロが優占し、ミズメ、ブナ、ミズナラが混生して生育している。保存対象種
である、高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上のミズメは4本が生育し、

最大胸高直径は85.0cmである。プロット内の胸高直径18cm以上のミズメに枯損は
認められない。老齢のブナ・ミズメ・ミズナラが散在する中に、ヒノキアスナロが亜高
木層から高木層にわたって旺盛に生育している様相を呈している。次世代を担うミ
ズメの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)の生育は
みられない。また、小円部における植生調査の結果でも、草本層にミズメ実生の生
育は認められない。

【保護林内におけるミズメ成木の生育状況】
  保護林内において生育が確認されたミズメ成木は、プロット1内が3本、プロット2内

が4本、プロット外の保護林内が12本の計19本である。生育木のほとんどは健全に

生育しているが、衰弱が進行している成木が1本確認され、成木19本以外に既に枯

損しているミズメが2本確認されている。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林内にミ
ズメの生育量は少く、一部に散在している程度である。保護林内はチシマ
ザサやアスナロの低木や稚樹が繁茂し、ミズメの中・低木や稚樹・実生は
ほとんど認められない。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1・2はいずれも、ミズメの高齢木を含む林相であり、
保護林の代表的な地点といえる。当保護林は、次年度において甲子・二
岐周辺冷温帯ブナ植物群落保護林と統合される見込みである。統合後の
プロットを検討する。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

参考３
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現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種
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種

利用
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定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 － 　来年度が初めての現地調査であるため、調査プロットの設定が必要であり、本保護林を代表する林相を主とした調査プロットの設定を検討するとともに、森林生態系基礎調査の活用も検討する。また、次年度二岐山ミズメ林木
遺伝資源保護林と統合される予定であるため、二岐山ミズメ植物群落保護林の調査プロットと併せて検討する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】

　 当該保護林は、猪苗代湖の南に位置し、日光・吾妻山

地緑の回廊エリア（福島県側）の最南端にある。『平成23

年度保護林の設定に向けた調査事業報告書』によると、
保護林内のほとんどの区域が落葉広葉樹の自然林であ
るチシマザサ－ブナ群団に被われている。北部にある二
岐山や小白森山の山頂付近には、偽高山帯植生とも呼
ばれ、亜高山帯にみられる針葉樹の自然低木林である
キャラボク群落が分布している。これらの山の山腹には、
火山細屑流堆積地にみられる常緑針葉樹の自然林であ
るアスナロ群落（ヒノキアスナロ群落を含む）が分布してい
る。南部にある三本槍岳付近の高山帯には、コケモモや
ハイマツ等からなる高山低木群落が分布し、その下には
亜高山帯植生の草原であるササ群落が広がっている。
南東部を流れる阿武隈川沿いには、面積は小さいもの
の、自然林である渓畔林がみられる。二次林としては落
葉広葉樹林のカスミザクラ－コナラ群落とブナ－ミズナラ
群落がみられ、人工林としては落葉針葉樹林のカラマツ
植林その他植林（常緑針葉樹林）、伐採跡地群落が含ま
れている。

【保護対象群落：ブナを含む冷温帯性樹林】

<過年度モニタリング調査なし>

【到達状況】

  調査プロット候補地点まで到達可能。駐車地点までは一般道を利用す
る。

【林分概況】
  本保護林内の大部分はブナが優占する群落が広がり、その上部にブナ
に次いで広範囲に分布するササ－ダケカンバ群落が認められる。さらに
上部には高山植生がみられ、ツツジ類やハイマツを主体とした低木林が
分布している。特に赤面山には高山帯の多様な低木群落や草本群落が
見られる。また、二岐山などの山頂付近ではキャラボク群落が見られた
り、斜面下部の火山細屑流堆積地上にはヒノキアスナロやアスナロ群落
などが見られ、本保護林の特徴的な群落の一つとなっている。

【調査プロット候補地の代表性検討結果】
  本保護林を代表する林相として、ヒノキアスナロ・ミズメ群落、キャラボク
林、ササ－ダケカンバ群落、ハイマツ群落、コメツツジ群落、カリヤスモド
キ群落、ササ草原、ウラジロタデ群落、ガンコウラン群落、自然低木群落な
どが挙げられる。また、森林生態系多様性基礎調査も行われており、老齢
木のブナが混生するホオノキ群落で調査が行われている。また、当保護
林は、次年度において二岐山ミズメ植物群落保護林と統合される予定で
あるため、二岐山ミズメ植物群落保護林の調査プロットと併せて検討す
る。

【プロット表示】
  未設置。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　第2回モニタリング調査（H25年度）では、調査プロットは設置されていない。駐車

地点から調査地点まで約500～3,000m、徒歩30分～1時間40分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

板木100本_P1_東_G423_0925_P9258976.JPG

設定目的 　・植生図ではほぼ一様な凡例になっていても、そのなかには風衝低木群落や針葉樹林、渓畔林、湿生草地等様々な環境のうえに成立しており、面積的にも広く残されている林分。　・チシマザサ－ブナ群落が広がっている林
分及びウラジロタデのような植物が生育する高山の砂礫地、トウホクサンショウウオのような両生類が生息する湿地、ホンドモモンガが営巣する樹洞のある巨木など、様々なスケールの多様な環境。　・自然植生、歴史的な価値、
大木の樹洞で越冬するツキノワグマのような動物にとって、重要な森林環境。　・周辺の自然森林植生と一元的に保護すべき自然草本群落や自然裸地、岩礫地等。　・旭岳（赤面山）周辺の高山低木群落やササ群落には、ヒメ
イワカガミ、オヤマリンドウ、ミヤマシャジンのような高山性の植物が生育し、オコジョの採餌場所として重要な環境。　・希少な群落が分布する、あるいは希少な生物が生息・生育する林分。　・冷温帯と暖温帯、太平洋側と日本海
側といった分布の特徴をもつ植物が比較的同所的に確認できる林分。　上記の林分の保護　設定：平成25年4月1日　面積：3,091.91ha

写真3

キャラボク。尾根上～尾根付
近のブナ林下に疎らに生育
している。

ササ－ダケカンバ
群落。環境省植生
図によると、本保
護林の主要な群
落の一つとなって
いる。

赤面山山頂付近に
広がる高山低木群
落。 甲子・二岐周辺冷温帯ブナ植物群落保護林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査
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現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 － 　来年度が初めての現地調査であるため、調査プロットの設定が必要であり、本保護林を代表する林相を考慮して、来年度以降のモニタリング調査の調査プロット設定を検討する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　当該保護林は、猪苗代湖の南東部に位置し、日光・吾
妻山地緑の回廊エリア（福島県側）の中では、やや南寄
りにある。『平成23年度保護林の設定に向けた調査事業
報告書』によると、保護林内北部は主として日本海側に
分布するとされる落葉広葉樹の自然林のチシマザサ-ブ
ナ群団が多く、その他に落葉広葉樹を主とする自然低木
群落である岩角地・風衝地低木群落、ブナクラス域内に
分布が限られる自然草原、落葉広葉樹の二次林のブナ-

ミズナラ群落及びカスミザクラ-コナラ群落、その他植林
（常緑針葉樹）が含まれている。南部には落葉広葉樹の
二次林のブナ-ミズナラ群落が分布している。

【保護対象群落：ブナ・ミズナラを含む冷温帯性樹林】 <過年度モニタリング調査なし>

【到達状況】

  調査プロット候補地点まで到達可能。駐車地点までは一般道を利用す
る。

【林分概況】
  保護林内はほぼブナが優占する群落に覆われており、その林床にはサ
サが優占するタイプやシロヤシオが優占するタイプが見られる。また、保
護林西部にあるピークにはツツジ類を主体とした風衝地低木群落もみら
れる。さらに西側の端の急傾斜地には渓畔林やイヌブナ群落が見られ
る。

【調査プロット候補地の代表性検討結果】
  ブナが優占して下層にシロヤシオが生育する林分と、ミズメが優占してイ
ヌブナが生育する林分が本保護林を代表する林相と考えられる。

【プロット表示】
  未設置。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林外観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　ブナが優占して下層にシロヤシオが生育する林、ミズメが優占してイヌブナが生育
する林を各1地点調査した。近年設置された保護林であり、第2回モニタリング調査

（H25年度）では調査されていない。駐車地点から調査地点まで約620～1300m、

徒歩30分～1時間30分程度

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

P8020324.JPG

設定目的 　・自然植生、歴史的な価値、森林に生息・生育する動植物にとっては重要な環境条件。　・近年施業されていて年齢が低くても、周囲の林分が高齢の自然植生であり、一元的に保護する必要があると思われる林分。　・希少な
群落が分布する、あるいは希少な生物が生息・生育する林分。　・植物の希少種とともに、希少な両生類が繁殖する湿地。　・福島県を分布の限界（北限・南限）とする生物が集団的に生息・生育している林分。　以上の林分の
保護　設定：平成25年4月1日　面積：219.25ha

写真3

調査箇所1林内
中齢～老齢のブナが優占す
る群落の林床に群生している
シロヤシオ。

調査箇所1林内
中齢～老齢のブ
ナが優占する群落
の林床に群生して
いるシロヤシオ。

調査箇所2林内
ミズメが優占する群
落にイヌブナが散
在する。

 八幡岳周辺冷温帯ブナ・ミズナラ植物群落保護林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   環境植生図（5万分の1）によると、保護林内の3分の2程度はブナが優占する群落で占められており、残りの3分の1の殆どは自然低木群落と自然裸地により構成されている。現状ではブナ群落でしか調査を行っていないため、
自然低木群落においても調査（植生調査）を行うことを検討する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概況】
　保護林は新潟県と福島県の県境に位置し、北は赤松
沢を堺に南西に、南は雲河曽根山の北向き斜面まで広
がる。天然生林が約6割を占めるが、保護林の北側では
林地外が目立ち、南側では育成天然林が点在する。周
辺国有林は、保護林の北側では林地外が広く分布す
る。西側では天然生林が広く分布し、育成天然林、人工
林1、人工林2、林地外が斑状に見られる。保護林は緑の
回廊越後線と接続する。また、御神楽岳自然環境保全
地域を含む。

【保護対象群落】および【調査プロット設置状況】
　対象保護林を主な植生帯ごと、地形ごとに分け、その
中から保護林の代表的な群落箇所を選定した。当保護
林は500ha以上の面積を有するため、主な群落2箇所の
調査プロットを選定した。

【調査プロット1：ブナ群落】（標高416m）；高木層にブナ（樹高17～22m）、ホオノ
キ、亜高木層にブナ、アカイタヤ、低木層にケアブラチャン、オオバクロモジ、草本
層にミヤマカンスゲ、ヤマソテツなどが優占。【調査プロット2：ブナ群落】（標高

1,178m)；高木層にブナ（樹高17～22m）、亜高木層にブナ、低木層にオオカメノ
キ、オオバクロモジ、草本層にチシマザサ、ミヤマカンスゲなどが優占。【調査プロッ
ト3：ブナ群落】（標高1,070m） （森林生態系多様性基礎調査ID150612）；本名津
川林道が前面通行止めのため今回は調査不可（下越森林管理署より連絡あり）。
【ナラ枯れの発生状況】第2回目モニタリング基礎調査で報告されているミズナラの
枯損の目立つ地点（保護林外）以外で、目立ったナラ枯れ発生箇所は確認されな
かった。

【動物調査結果の概要】
  哺乳類は、 平成24年度に実施された基礎調査時の確認記録を含め、ニホンカモ

シカ(目視)、ツキノワグマ(糞、爪痕)、ニホンザル(糞)、テン(糞)が確認されている。

鳥類は、シジュウカラ、ゴジュウカラ、ヒガラ、イカル、カケス、ホシガラスなど10種
類が確認されている。冷温帯落葉広葉樹林を代表する鳥類相にある。

【利用動態調査結果の概要】
  福島県金山町商工観光課の集計資料によれば、6月中旬の山開きから10月中旬

までの間に年間400人程度が訪れている。金山町主催の山開きには最も多くの登

山客が訪れ、今年度は200人程度が訪れている。また、秋の紅葉シーズンにも
ピークがある。利用者は内福島県からの利用者が多いが、関東や東北からの利用
者も多く訪れている。

【到達状況】

  H29.12時点で、調査プロット2に向かう林道本名室谷線は土砂崩れによ
り一般車両通行止めとなっている。通行許可が必要となる場合があるた
め、調査前に道路を管理している阿賀町商工課に確認する（新潟県阿賀
町商工課回答より）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。チシマザサ－
ブナ群団、ブナ－ミズナラ群落、自然低木群落が保護林の大部分を構成
している。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1・2は、胸高直径40-80cmのブナが優占する林相
で、保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して調
査を行う。また、保護林の主要群落の一つである自然低木群落について
も植生調査などで把握しておく必要がある。

【プロット表示】   特に問題は見受けられない。

【動物生息状況】ルート上および付近で、ツキノワグマ（爪痕）を確認。

【利用動態】      登山道は、途中に崩落地や滑りやすい沢を渡る箇所が
あり、湯沢出合より先、御神楽岳山頂までは急峻な崖地が多く、初心者
向けではない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影   鳥類、哺乳類   利用動態

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

  調査プロットまでのルート上およびプロット内において、確認できた個体
の種名と痕跡等の記録を行う。

　利用状況は、聞き取り、資料調査により確認し、利用施設は現地
確認を行う。

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロット1・2は、ブナ林に2箇所設定されている。調査プロット1は第1回モニタ

リング地点（H20年度設置）、調査プロット2は第2回モニタリング地点（H24年度設

置）を活用する。他1地点は、森林生態系多様性基礎調査の調査データを利用す

る。駐車位置から調査地点まで約500m～2,800m、徒歩30分～2時間50分程度。

  第2回モニタリング調査時に設定されたルート・地点(H24年度設置)を活
用する。調査箇所は、調査プロットまでのルート上およびプロット内、日尊
の倉山までのルートとする。

  保護林に向かう主要な登山口として、蝉平口登山口がある。

調査時期、回数   夏季、1回。   夏季、1回   夏季、1回

設定目的 　越後山脈に属する御神楽岳、本名御神楽岳、笠倉山及び、日尊倉山周辺の自然状態が比較的良好なブナ林及びサワグルミ・トチノキ林、スギ天然林並びにミヤマナラを主とする自然低木林など、日本海側多雪地の森林群
落が大規模に良く保存されている地域において、これらの森林と一体となって自然生態系を構成する生物の遺伝資源を森林生態系内に保存し、将来の利用可能性に資するため設定したものである。　設定：平成9年3月　面

積：2008.53ha

写真3

調査プロット1外観 調査プロット2林内 保護林内
根曲りを起こしてい
るブナ 越後山脈森林生物遺伝資源保存林
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保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



096定波シ- 1_磁南_P8066133. JPG 096定波シ- 1_磁東_P8066132. JPG 096定波シ-1_磁西_P8066134.JPG

現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

定波096本_P1_定点写真_北_G214_120720_DSCF3625.JPG

設定目的 　天然生モミ群落の保護。設定：平成7年4月1日　　面積：3.9ha

写真3

プロット1林内。
老齢のモミが優占して生育し
ている。

保護林外の斜面
上部の林分にもモ
ミの生育が認めら
れ、次年度拡充予
定となっている。

拡充予定区域内に
は、モミの実生が多
く見られる箇所もあ
る。

 増沢モミ植物群落保護林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、モミが生育する林に1地点設定されている。第1回モニタリング地

点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約100m、徒歩5分程
度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－ 　特に問題は見受けられず、今後も良好な状態で維持されていくと考えられるため、既存の調査プロットで継続して調査を行う。本保護林は平成30年度に範囲拡充予定であり、拡充範囲内における新規調査プロット設定の検
討が必要である。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は鱒沢沿いに位置し、猫沢をまたいで天然生
林が広がる。周辺国有林は天然生林が約半分を占め、
育成天然林、人工林1、人工林2、林地外が斑状に分布

する。保護林は天然生林、人工林1と接続する。保護林
の沢を挟んだ向かい側には増沢林道が通っている。ま
た、1kmほど離れたところには民有林が広がる。

【保護対象群落：モミ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているモミが生育する代表的な場所を
候補地として選定した。当保護林は5ha未満の面積であ

るため、1箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：コナラ群落】（標高685m）

　高木層は高さ20～26m、胸高直径40-100cm(最大はモミ)、植被率80%で、モミ

が優占し、アカマツ、ホオノキが混生して生育している。亜高木層は高さ10m、植被

率70%で、モミが優占し、アオダモ、アオハダ、カエデ類が混生している。低木層は

高さ4m、植被率30%でアオダモ、イヌブナなどが生育し、草本層は高さ0.4m、植

被率70%で、オクノカンスゲ、オヤリハグマ、シシガシラなどが混生して優占してい

る。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるモミは18

本が生育している。モミと競合する高木類としては、アカマツが1本、ホオノキが3生
育しているが、全体量としては少ない。高齢木・老齢木からなるモミが優占した様相
を呈している。5年前の調査結果と比較して、胸高直径58.0cm、38.3cmのモミ2本
に枯損が確認されている。保護林内にニホンジカの糞が確認された。モミ低木類が
少ないのはシカの食害による影響も考えられるが、林床の衰退は進行していない。

【到達状況】
  前回調査時は増沢林道崩壊のため駐車位置から調査地点まで約

1,200m、徒歩1時間程度を要したが、現在は復旧しており保護林際まで
車両で到達可能となっている。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。次世代の低
木や実生は少ないものの、中齢から老齢級のモミが多く生育し、保護対
象であるモミ群落は、良好な状態で維持されている。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径50-80cmのモミが優占する林相で、
高齢木・老齢木に枯損は見られず、保護林の代表的な地点といえるた
め、前回調査プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－



099宮ノ沢- 1_磁南_P8056053. JPG 099宮ノ沢- 1_磁東_P8056052. JPG 099宮ノ沢-1_林内状況(林内)_P8056059.JPG

現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 － 　次世代を担うサワラの低木や稚樹は少ないものの、保護林全体に中齢から高齢級のサワラが生育し、保護対象であるサワラ群落は、良好な状態で維持されている。本保護林は平成30年度に範囲拡充予定であり、拡充範囲
内における新規調査プロット設定の検討が必要である。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】

　 当該保護林は、宮ノ沢国有林の集落裏に隣接して分
布する天然生林である。

【保護対象群落：モミ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているモミ群落の代表的な場所を候補
地として選定した。当保護林は5ha未満の面積であるた

め、1箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：サワラ群落】（標高507m）

　高木層は高さ20～25m、胸高直径25-45cm(最大はサワラ)、植被率100％で、サ
ワラのみが優占している。亜高木層には、落葉樹が僅かに生育している。低木層も
落葉樹が僅かに生育しているのみであるが、草本層は高さ0.4m、植被率90%と発
達し、スゲ属の一種、オシダ、ミヤマカンスゲが優占している。高木層・亜高木層を
構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるサワラは89本が生育している。

サワラと競合する落葉高木は3本生育しているのみである。中齢木からなるサワラが

密度高く生育した様相を呈している。次世代を担うサワラの中低木(小円部：胸高直

径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は1本と少なく、種内淘汰により多くが枯
損している。小円部における植生調査の結果では、低木層にサワラの生育はなく、
草本層においても実生が僅かに生育しているのみである。5年前の調査結果と比較

して、亜高木層を構成するサワラ4本に新たな枯損が認められるが、全体では大き
な変化はない。枯損木は何れもサワラに被陰された林内木であり、種内競争による
枯損である。

【到達状況】
  前回調査時は林道施錠ゲート前に駐車したが、深川市管理の南京錠で
森林管理署でも鍵を所持しており貸し出せる。林道は保護林まで約
100m付近で倒木がある（福島森林管理署白河支署回答より）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。次世代を担う
サワラの低木や稚樹は少ないものの、保護林全体に中齢から高齢級の
サワラが生育し、保護対象であるサワラ群落は、良好な状態で維持され
ている。また、保護林外の周辺部において同様なサワラ群落が存在しな
いか踏査を行ったところ、沢を隔てて対岸の斜面に同様なサワラ群落が
存在することが確認されている。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径20-40cmのサワラが優占する林相
で、高齢木に枯損は見られず、保護林の代表的な地点といえるため、前
回調査プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
　 特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、サワラが生育する林分に1地点設定されている。第1回モニタリン

グ地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約2,300m、徒歩2

時間20分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

DSCF0237_120616宮の沢モミ_保護林遠景.JPG

設定目的 　天然サワラ林の保護。　設定：昭和50年4月1日（平成2年4月1日）　面積：0.49ha

写真3

調査プロット1林内 サワラ群落の成立
立地である崖錐堆
積地

伏条更新により成林
している

 滝天然サワラ植物群落保護林

 057

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



095小川ブ- 1_磁東_P8066145. JPG 043小ブ群- 1_磁南_P8066159. JPG 095小川ブ-ID080343_？葉_P8066194.JPG

現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

095小川ブ-1_磁西_P8066147.JPG

設定目的 　モミを主とし、スギ、アカマツ等の針葉樹にカシ、シイ、シデ類やヤブツバキ、カエデ類等の広葉樹が混交する房総半島南部の代表的な天然林であり、これを保護するため設定した。　設定：平成2年4月1日　面積：4.24ha

写真3

調査プロット1林内
シカ害により林床植生は衰退
している。

調査プロット1林内
高木類は健全に
生育している。

既に侵食が引き起
こされ、根が露出し
ている樹木も見受け
られる。

 南房総暖温帯性植物群落保護林

 105

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、モミが生育する林に1地点設定されている。第1回モニタリング地

点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約100m、徒歩5分程
度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）
本年度基礎調査結果

(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   高木層を形成するモミやアラカシ、ウラジロガシについては、健全な状態で維持されている。シカによる影響に留意する。当保護林はH30年度に面積拡充される見込みである。拡充範囲内において、新規調査プロットの設置を
検討する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は勝浦ダムの北西に位置し、全てが天然生林
である。周辺国有林は人工林1が大半を占め、天然生

林、育成天然林、人工林2が斑状に分布し、一部林地外

も見られる。保護林は広く人工林1と接続するが、天然生
林とも接続する。周辺の民有地は民有林が国有林の間
を縫うように分布し、保護林の南側には公有林も広く見ら
れる。保護林の中を会所治山管理道車道が通っており、
保護林の南東には勝浦ダムが位置する。保護林は筒森
自然観察教育林と接続する。

【保護対象群落：モミ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっている暖温帯性群落の代表的な場所
を候補地として選定した。当保護林は5ha未満の面積で

あるため、1箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：モミ群落】（標高181m）

　高木層は高さ19～28m、胸高直径40-100cm(最大はモミ)、植被率100％で、モミ

が優占して生育し、アラカシ、ウラジロガシが混生している。亜高木層は高さ10m、

植被率70%で、アラカシなどが優占している。低木層、草本層は、シカ害のため、ほ
とんど欠落している。草本層に生育している植物は、シカの忌避植物である、アリド
オシ、ヒイラギ、ミヤマシキミなどのみとなっている。高木層・亜高木層を構成する胸
高直径18cm以上の保存対象種であるモミは8本生育している(最大99.0cm)。ま

た、カシ類としては、ウラジロガシが6本(最大26.3cm)、アラカシが3本生育している

(最大20.1cm)。高齢～老齢木からなるモミ林に中齢のカシ類などが混在している

様相を呈している。次世代を担うモミの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円

部：4cm以上18cm未満)は見られない。一方で、常緑のカシ類は3本が生育してい
る。また、小円部における植生調査の結果でも、低木層にモミの生育は認められ
ず、草本層でも生育は僅かである。前回調査と比較してモミ・ツガの新たな枯損は
認められないが、草本層の植被率が40%から10%に低下しており、シカ害による影
響が顕著化している。また、急斜面に生育している樹木の根際が侵食により露出し
ているところも見受けられ、シカ害による悪循環が進行している。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林全体
に高齢から老齢級のモミが生育し、また、中齢から高齢級のアラカシやウ
ラジロガシが混生している林相にある。保護林全体に、ニホンジカの糞や
角研ぎ痕が確認されており、次世代を担うモミの低木や稚樹は少ない。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径60-100cmのモミが優占する林相で、
高齢から老齢木に枯損は見られず、保護林の代表的な地点といえるた
め、前回調査プロットを活用して調査を行う。本保護林は、次年度範囲拡
充予定であるため、拡充区域内の林相を把握した上で、新規に調査プ
ロットを設定することを検討する。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   上層を構成するスギは現段階では健全に生育しているが、ツキノワグマによる剥皮被害留意する必要がある。本保護林は平成30年度に範囲拡充予定であり、拡充範囲内における新規調査プロット設定の検討が必要である。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は馬ノ髪山の北東に位置し、全てが天然生林で
ある。周辺国有林は天然生林、人工林1、林地外が斑状

に分布し、育成天然林、人工林2も一部見られる。保護
林は天然生林とのみ接続する。保護林の南西には民有
林が広がる。また、保護林の北側には津川赤谷林道が
通っている。

【保存対象樹種：天然スギ】(林木遺伝資源の保存)

【調査プロット設置状況】
  保存対象となっている天然スギ群落の代表的な場所を

候補地として選定した。当保護林は5ha未満の面積であ

るため、1箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：スギ群落】（標高370m）

　高木層は高さ20～24m、胸高直径43-77cm(最大はスギ)、植被率100％で、スギ

が優占し、ホオノキが混生している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm

以上の保存対象樹種であるスギは28本が生育している。高齢木からなるスギ純林

の様相を呈している。次世代を担うスギの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中

円部：4cm以上18cm未満)は5本が確認され、また、小円部における植生調査の結
果でも、低木層にスギの低木が、草本層にスギの稚樹・実生の生育が確認された。

【ツキノワグマに剥皮被害の状況とスギの生育状況】
胸高直径18cm以上のスギ28本中、内樹皮剥ぎが見られたのが14本（半数）。剥
がされた直後のものはなかったが、クマの爪跡の残る比較的新しいものが７本認
められる。幹周に対する樹皮剥ぎの程度は、幹周20～40％程度が剥がれているも

のが多い。中円の１本については、幹周の60%程度まで剥がされ、ヤニの流出も
認められる。若干の葉量の低下が見られたものの、すぐに枯損しそうな木は見られ
ない。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは津川赤谷（鳥越）林道を利用する。
林道施錠ゲートがある（共通グリーンゲート）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。スギの実生、

稚樹は確認されているが、スギの中齢から高齢木の50～70％に及ぶ個

体に、幹周の20～50％に及ぶ、ツキノワグマによる剥皮被害が発生して
いる。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロットは、胸高直径40～80cmのスギが優占する林相で、
保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して調査を
行う。また、本保護林は次年度範囲拡充の予定であり、拡充区域におい
て新規プロットの設置を検討する。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、天然スギが生育する林分に1地点設定されている。第1回モニタリ

ング地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約600m、徒歩

35分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

設定目的 　裏日本型東北・北海道型における天スギの遺伝資源の保存。　設定：平成5年　面積：3.00ha

写真3

保護林内 調査プロット1林内 ツキノワグマによる
樹皮剥ぎ

 赤谷山天スギ林木遺伝資源保存林

 037

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   上層を構成するケヤキは健全に生育しているが、次世代を担うケヤキの低木や稚樹が少ないことから、林下に生育するケヤキの生存量、生育状態に留意する必要がある。また、本保護林は平成30年度に範囲拡充予定であ
り、拡充範囲内における新規調査プロット設定の検討が必要である。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は白山（大峰）の北側、上ノ入沢沿いに位置し、
全てが天然生林である。周辺国有林は保護林と共に南
北に広がり、天然生林が広く分布する。育成天然林、人
工林1、人工林2、林地外は保護林から北側に多く、斑状
に分布する。保護林は天然生林、人工林１と接続する。
保護林の西側は民有地が広がり、ほとんどは民有林であ
る。一部公有林、森林外も見られる。保護林の近くまで、
滝谷川沿いに道路が通っている。保護林は慈光寺風致
探勝林と接続する。

【保存対象樹種：ケヤキ】(林木遺伝資源の保存)

【調査プロット設置状況】
  保存対象となっているケヤキ群落の代表的な場所を候

補地として選定した。当保護林は5ha未満の面積である

ため、1箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：ケヤキ群落】（標高283m）

  高木層は高さ20～25m、胸高直径30-58cm(最大はケヤキ)、植被率100％で、ケ
ヤキの他、アカイタヤ、ヒトツバカエデ、メグスリノキ、ケンポナシなどの渓畔林を形
成する高木類が混在して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径
18cm以上の保存対象種であるケヤキは34本が生育し、上層でケヤキと競合する

落葉樹としては、アカイタヤが3本、ヒトツバカエデが2本、メグスリノキが2本、ケン

ポナシが2本生育しているが、全体量としては少ない。中齢～高齢木からなるケヤ

キの優占するほぼ純林の様相を呈している。次世代を担うケヤキの中低木(小円

部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は生育していない。また、小
円部における植生調査の結果では、低木層に稚樹の生育は見られないが、草本
層にはケヤキの実生が散在している状況が確認されている。ニホンジカの生育密
度が高いようで、各所に糞や匂いが確認されているため、ケヤキ稚樹の生育に影
響を及ぼしている可能性がある。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】
  中齢から高齢級のケヤキが生育している。生存しているケヤキ立木に
枯損木はほとんど見られず、健全に生育している。ヤマビルが多く、調査
時期によっては吸血被害に注意が必要である。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロットは、胸高直径30-58cmのケヤキが優占する林相で、
保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して調査を
行う。また、本保護林は次年度範囲拡充予定であり、拡充範囲内におけ
るケヤキ群落の生育状況を把握するための調査プロットの新規設定の検
討が必要である。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、ケヤキが生育する林分に1地点設定されている。第1回モニタリン

グ地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約1,200m、徒歩1

時間10分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

設定目的 　裏日本型東北・北海道型におけるケヤキの遺伝資源の保存。　設定：平成5年　面積：3.01ha

写真3

調査プロット1林内 調査プロット1林内
ケヤキの多くは、
根曲りや斜立して
いる。

調査プロット1林内

 白山ケヤキ林木遺伝資源保存林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

① 現地調査計画

② 総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

設定目的 　吾妻山周辺森林生態系保護地域は、吾妻連峰一帯に賦存するアオモリトドマツを主体とした亜高山性針葉樹からなる原生的な森林と、山地湿原、雪田草原、瀑布等の変化に富んだ景観を有し、さらには、本地域を南限また
は北限とする植物の分布、原生的な森林に生息する貴重な動物相がみられる等自然に恵まれた地域である。これらの原生的な森林生態系を保存することにより、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、森林施業・
管理技術の発展、学術研究等に資するため設定する。　設定：平成6年　面積：当該計画区面積2,235.64ha（保護林全体；8,197.68ha）

写真3

調査プロット1林内
キタゴヨウ群落

調査プロット2林内
オオシラビソ群落

自然ササ草原。オ
オシラビソが散在し
ている。 吾妻山周辺森林生態系保護地域

 003

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

  調査プロットはキタゴヨウ－クロベ群落、オオシラビソが生育する林分に各1地点設

置されている。調査プロット1は第1回モニタリング地点（H20年度設置）、調査プロッ

ト2は第2回モニタリング地点（H24年度設置）を活用する。他2地点は、森林生態系
多様性基礎調査プロットの調査データを利用する。駐車位置から調査地点まで約
500m～800m、徒歩20分～1時間30分程度。

  第1回モニタリング調査時に設定されたルート・地点(H23年度設置)を活

用する。平ヶ岳方面の調査箇所は、平ヶ岳に向かう登山道(鳥類ラインセ

ンサス)と、平ヶ岳付近(昼間の猛禽類定点調査)とする。丹後山方面の調

査箇所は、丹後山に向かう登山道(鳥類ラインセンサス)とする。

  本保護林への主要なアプローチ及び入込客の滞留が見込まれる
地点を選定。平ヶ岳登山でよく利用される銀山平温泉での利用状
況の聞き取り、丹後山登山口の十字峡登山センターでの利用状況
の聞き取り。

調査時期、回数   夏季、1回   夏季、1回   夏季、1回

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影   鳥類相、哺乳類相   利用動態

保護林概観
遠方の山は吾妻小富士

手前は火山荒原とキタゴヨウ群落

調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

  調査プロットまでのルート上およびプロット内において、確認できた個体
の種名と痕跡等の記録を行う。

　利用状況は、聞き取り、資料調査により確認し、利用施設は現地
確認を行う。

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   調査プロットを設定したキタゴヨウ群落、オオシラビソ群落において特に問題は見受けられず、動物調査や、利用動態調査についても問題は見受けられていない。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は新高倉から一切経山（吾妻山）、東吾妻山の
山麓まで広がり、北の一部分と南半分が天然生林となっ
ている。吾妻山、前大嶺の東側には林地外が広がってい
る。保護林は広く天然生林と接続するが、一部人工林1、

人工林2、林地外とも接続する。保護林の北側では天然

生林が広く分布するが、東側では人工林1多く見られ、

育成天然林、人工林2、林地外も点在する。保護林の北
側には鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊が接続する。保護
林は磐梯朝日国立公園に位置する。また、吾妻山風致
探勝林と接続する。

【保護対象群落】および【調査プロット設置状況】
　対象保護林を主な植生帯ごと、地形ごとに分け、その
中から保護林の代表的な群落箇所を選定した。当保護
林は500ha以上の面積を有するため、主要な群落2箇所
に調査プロットを設定した。

【調査プロット1：キタゴヨウ群落】（標高1,494m）；高木層にキタゴヨウ、コメツガ(樹

高12～16m)、などが優占。【調査プロット2：オオシラビソ群落】（標高1,626m）；高

木層にオオシラビソ(樹高10～16m)が優占。【調査プロット3：ササ自然草原】(標高

1,910m) （森林生態系多様性基礎調査ID070400）；低木層にチシマザサ、ミヤマ

ネズ、ハイマツなどが混生。【調査プロット4：アオモリトドマツ(オオシラビソ)群落】(標

高1,670m) （森林生態系多様性基礎調査ID070399）；低木層にチシマザサ、ミヤ

マネズ、ハイマツなどが混生。高木層にオオシラビソ（高さ8～12m）、ダケカンバ、ミ

ネカエデなどが優占。

【動物調査結果の概要】
  哺乳類はニホンカモシカ（目視、糞、足跡）、ニホンイノシシ（目視、糞）、ホンドテン

(糞、足跡)、トウホクノウサギ(糞)が確認されている。鳥類はルート1でコガラ、ヒガラ、

イワツバメ、ビンズイ、ルリビタキ、ホシガラス、カケスなど13種類が確認されている。

亜高山帯針葉樹樹林を代表する鳥類相にある。ルート2でメボソムシクイ、ヒガラ、エ

ナガ、ホシガラス、カケスなど6種類が確認されている。ホシガラスの個体数が多く、

キタゴヨウの種子を火山荒原に貯食する行動が頻繁に観察されている。ルート3で

ウグイス、ホシガラス、ノビタキ、マガモの4種類が確認され、鎌沼でマガモの生息が
確認されている。

【利用動態調査結果の概要】
  浄土平ビジターセンターにおける集計資料によれば、平成11年頃から利用者数

は減少傾向にあるものの、年間平均33,000人程度(平成11年から20年までのデー

タ)が訪れている。利用のピークは夏山シーズンの7月と紅葉ピークの10月の2回。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を使用する。

【林分概況】
オオシラビソ群集、クロベ－ヒメコマツ群落、ササ自然草原、イタドリ－コメ
ススキ群落が保護林の大部分を構成している。現況では、イタドリ－コメス
スキ群落のモニタリング調査地点が不足しているが、この群落が分布する
一切経山南東側は火山ガスによる立入禁止ルートが含まれるため、地点
の追加が困難である。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径20-40cmのキタゴヨウが優占し、ダケカ
ンバが混生する林相で、前回調査のプロット2は、胸高直径20-35cmのオ
オシラビソが優占する林相で、いずれも保護林の代表的な地点といえるた
め、前回調査プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

【動物生息状況】
ルート上および付近で、ニホンカモシカ（糞）、ノウサギ（糞）、アズマヒキ
ガエル（卵塊）、トウホクサンショウウオ（卵塊）を確認した。保護林内でニホ
ンカモシカ（目視、糞）を確認した。

【利用動態】
  磐梯吾妻道路（磐梯吾妻スカイライン）は平成25年以降無料となってい
るが、利用者はあまり多くないように見受けられた。平成27～28年にかけ
て一切経山の噴火警報レベルが2となっていた影響などが考えられる。

－
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現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

097和尚山-1_磁南_P8066109.JPG

設定目的 　阿武隈山地の原生林に準ずる天然生ミズナラ林の保護。設定：昭和50年4月1日（平成2年4月1日）　　面積：21.13ha

写真3

調査プロット1林内 調査プロット2林内 ミズナラの実

 日山ミズナラ植物群落保護林

 055

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、ミズナラがみられる林に2地点設定されている。第1回モニタリング

地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約900m～1,200m、

徒歩55分～1時間10分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   次世代を担うミズナラの低木や稚樹は少ないものの、中齢から老齢級のミズナラが多く生育し、保護対象であるミズナラ群落は、良好な状態で維持されている。ナラ枯れなどの病虫害は発生していない。調査プロット内におい
て、ミズナラの実生の生育状況に注目した森林調査を継続する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　 保護林は日山（天王山）の南西側斜面に位置し、その
全てが天然生林である。周辺国有林は天然生林、人工
林1がそれぞれ4割を占め、育成天然林、人工林2、林地
外も斑状に見られる。保護林は天然生林、人工林1と接
続する。保護林の周辺には公有林、民有林、森林外が
見られ、保護林は公有林、森林外と接続する。保護林の
すぐ南側には川口旭神社への参道が通っている。保護
林は阿武隈高原中部県立自然公園の中に位置する。

【保護対象群落：ミズナラ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているミズナラの生育する代表的な場
所を候補地として選定した。当保護林は5ha以上500ha

未満の面積であるため、可能な限り異なる植生が含まれ
るよう2箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：ミズナラ群落】（標高817m）

　高木層は高さ17～20m、胸高直径25-110cm(最大はミズナラ)、植被率70%で、ミ
ズナラの他、クリ、イヌシデ、ハルニレなどの冷温帯落葉広葉樹林を形成する高木
類が混在して生育している。亜高木層は高さ10m、植被率40％で、ホオノキ、クマ

シデ、イヌシデなどが生育している。低木層は高さ4m、植被率30％で、アオハダ、

リョウブなどが生育し、草本層は高さ1.5m、植被率90％で、スズタケが優占してい

る。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるミズナラ

は3本が生育している。次世代を担うミズナラの中低木(小円部：胸高直径1cm以

上、中円部：4cm以上18cm未満)は生育していない。また、小円部における植生調
査の結果でも、低木層・草本層にミズナラの低木・稚樹の生育は認められない。これ
は、草本層に高茎のスズタケが繫茂していることによるものと考えられる。

【調査プロット2：ブナ・ミズナラ群落】（標高914m）

　高木層は高さ17～19m、胸高直径35-80cm(最大はミズナラ)、植被率70%で、ミ
ズナラの他、ブナ、ミズメなどの冷温帯落葉広葉樹林を形成する高木類が混在して
生育している。亜高木層は高さ10m、植被率30％で、クマシデ、アオハダ、ヤマボ

ウシなどが生育している。低木層は高さ5m、植被率30％で、アオハダ、リョウブなど

が生育し、草本層は高さ1.0m、植被率90％で、スズタケが優占している。高木層・

亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるミズナラは5本が生

育している。次世代を担うミズナラの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：

4cm以上18cm未満)は生育していない。また、小円部における植生調査の結果で
も、低木層にミズナラの低木の生育は認められず、草本層においても、実生の生育
が若干確認されるに留まっている。これは、草本層に高茎のスズタケが繫茂してい
ることによるものと考えられる。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林内の
斜面部にミズナラの優占する樹林が分布し、谷部に、ブナやケヤキの優
占する樹林が分布している。次世代を担うミズナラの低木や稚樹は少な
いものの、中齢から老齢級のミズナラが多く生育し、保護対象であるミズ
ナラ群落は、良好な状態で維持されている。ナラ枯れなどの病虫害は発
生していない。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1・2は、胸高直径30-80cmのミズナラが優占する林
相で、ナラ枯れなどの病虫害は発生しておらず、保護林の代表的な地点
といえるため、前回調査プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－
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現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 － 　高木層を形成するヒノキアスナロは健全に生育し、また低木層、草本層には次世代を担うヒノキアスナロの生育も認められており、ヒノキアスナロ群落は良好な状態で維持されている。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は大立沢の南側の山麓、深沢沿いに位置し、
全てが天然生林である。周辺国有林は天然生林が保護
林の北から南に広がり、約半分を占め、育成天然林、人
工林1、人工林2、林地外も斑状に見られる。保護林は約
半分が天然生林と接続し、一部育成天然林と接続する。
保護林の西側には広く民有林が広がり、沢を挟んで保
護林と接続する。保護林は深沢自然環境保全地域に位
置する。

【保護対象群落：ヒノキアスナロ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているヒノキアスナロ群落の代表的な場
所と、対照地として類似の林相でアズマシャクナゲが生
育していない場所を候補地として選定した。当保護林は
5ha以上500ha未満の面積であるため、2箇所の調査プ
ロットを設定した。

【調査プロット1：ヒノキアスナロ群落】（標高750m）

　高木層は高さ18～23m、胸高直径30-45cm(最大はヒノキアスナロ)、植被率80%

で、ヒノキアスナロが優占し、ミズナラ、ブナ、ミズメなどが混生して生育している。高
木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるヒノキアスナロ

は24本が生育している。ヒノキアスナロと競合する落葉高木は34本生育している。
高齢木・中齢木からなるヒノキアスナロと中齢木からなる冷温帯落葉広葉樹林を形
成する落葉高木とが混交した様相を呈している。次世代を担うヒノキアスナロの中低
木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は10本生育し、小円
部における植生調査の結果では、低木層にヒノキアスナロの生育は認められないも
のの、草本層にヒノキアスナロがやや優占して生育している状況にあることが確認さ
れている。プロット内でニホンジカによる樹皮剥ぎ、ニホンジカの糞が確認されてい
るが、樹皮剥ぎの程度は軽微である。また、一部のヒノキアスナロに天狗巣病が認
められるが、蔓延はしていない状況にある(プロットより50mほど斜面上部は天狗巣

病の被害が大きい)。

【調査プロット2：ヒノキアスナロ群落】（標高923m）

　高木層は高さ18～25m、胸高直径25-70cm(最大はヒノキアスナロ)、植被率70%

で、ヒノキアスナロが優占し、キタゴヨウ、ブナなどが混生している。高木層・亜高木
層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるヒノキアスナロは61本が生

育している。ヒノキアスナロと競合するキタゴヨウは4本(最大70cm)、落葉高木は6本
生育している。中齢から老齢のヒノキアスナロが優占して生育した様相を呈してい
る。次世代を担うヒノキアスナロの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：

4cm以上18cm未満)は12本が生育し、小円部における植生調査の結果では、低木
層にヒノキアスナロの生育は認められないものの、草本層にヒノキアスナロが優占し
て生育している状況にあることが確認されている。プロット内でニホンジカによる樹
皮剥ぎ、ニホンジカの糞が確認されている。また、一部のヒノキアスナロに天狗巣病
が認められているが、蔓延はしていない状況にある(プロットより50mほど斜面上部

【到達状況】
  大きな変更はない。前回調査時の駐車地点付近まで車両での到達が

可能であるが、深沢林道は基点から約4.1km地点で土砂崩れ、深沢林
道に施錠ゲートがある（福島森林管理署回答より）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林全体
に中齢から高齢級のヒノキアスナロが生育し、林床には低木・稚樹が多く
見られて自然更新の状況も確認され、保護対象であるヒノキアスナロ群
落は、良好な状態で維持されている。
 

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1・2は、胸高直径20-50cmのヒノキアスナロが優占

する林相で、胸高直径5～15cm程度のヒノキアスナロに種内競争による
と考えられる枯損が認められるものの、高齢木に枯損は見られず、保護
林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して調査を行
う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、ヒノキアスナロがみられる林に2地点設定されている。第1回モニタ

リング地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約5,900m～

6,800m、徒歩5時間50分～6時間50分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

猿ヶ城098本_P1_南_G527_0718_DSCF0612.JPG

設定目的 　天然生ヒノキアスナロ群落の純林の保護。設定：昭和50年4月1日（平成5年4月1日）　面積：175.28ha

写真3

調査プロット1林内 調査プロット2林内 林床に生育するヒノ
キアスナロ稚樹

 深沢ヒノキアスナロ植物群落保護林

 056

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査
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現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   上層を構成するシオジは健全に生育し、次世代を担うシオジの低木や稚樹も生育している。ただし、シカの影響については留意する必要がある。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は細尾沢を囲む斜面に広がり、全てが天然生
林である。周辺国有林は多くを人工林1が占め、天然生

林が人工林1の隙間を縫うように分布している。また、林
地外も一部見られる。保護林は大半は天然生林と、一部
人工林1と接続する。保護林の周辺には民有林が広が
り、保護林と広く接続する。保護林の南側にはぶどう峠を
越える道路が通っており、そこから保護林内の天然記念
物へと向かう歩道が設けられている。保護林は天然記念
物を含む。また、保護林は北沢自然環境保全地域を含
む。

【保護対象群落：シオジ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているシオジ群落の代表的な場所を候
補地として選定した。当保護林は5ha以上500ha未満の

面積であるため、可能な限り異なる植生が含まれるよう2

箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：シオジ群落】（標高1,094m）

　高木層は高さ18～26m、胸高直径25-97cm(最大はトチノキ)、植被率90％で、シ
オジが優占し、シオジの他、トチノキ、ホオノキなどの渓畔林を形成する高木類が混
在して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象

種であるシオジは11本生育している(最大75cm)。高齢木からなるシオジが優占す

る様相を呈している。 次世代を担うシオジの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、

中円部：4cm以上18cm未満)は、1本生育しているのみで生育量は少ない。また、
小円部における植生調査の結果でも、草本層にシオジの実生が僅かに確認された
程度である。

【調査プロット2：シオジ群落】（標高1,210m）

　高木層は高さ18～30m、胸高直径27-115cm(最大はシオジ)、植被率90％で、シ
オジが優占し、シオジの他、サワグルミ、カツラなどの渓畔林を形成する高木類が混
在して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象

種であるシオジは4本生育している(最大115cm)。高齢木・老齢木からなるシオジが
優占し、同様の渓畔林構成木も混交する様相を呈している。次世代を担うシオジの
中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は5本生育して
いる。また、小円部における植生調査の結果では、シオジは低木層にやや優占して
生育し、草本層にも個体数は僅かではあるものの実生の生育も確認されている。

【ニホンジカによる植生への影響】

  保護林内において、ニホンジカの食痕や糞、保護林へ向かう途中でもニホンジカ
の痕跡が多数見られる。樹木への食害は、樹皮剥ぎ（リョウブ）、食痕（コアジサイ）
など、シオジ林の主要構成木ではないことが確認されている。保護林内と外では保
護林外の方がより多くの糞が見られる。ただし、林内には低木類は少なく、また、林
床植生は衰退していたり、低く抑えられていたりするため、過食圧を受けている可能
性が高いと考えられる。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】

  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林全体に
中齢から高齢級のシオジが生育し、林床には低木・稚樹が生育して自然
更新の状況も確認され、保護対象であるシオジ群落は、良好な状態で維
持されている。保護林内において、ニホンジカの食痕や糞、保護林へ向
かう途中でもニホンジカの痕跡が多数見られるが、植生に強い影響を及
ぼすほどの被害は確認されていない。

【調査プロットの代表性検討結果】

  前回調査のプロット1・2は、胸高直径40-60cmのシオジが優占する林相
で、高齢木に枯損はほとんど見られず、保護林の代表的な地点といえる
ため、前回調査プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】

  特に問題は見受けられないが、中心点標示に丹頂杭を使用しているの
で注意する。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）
本年度基礎調査結果

(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、シオジが生育する林分に2地点設定されている。第1回モニタリン

グ地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約1,100m～

1,800m、徒歩1時間30分～1時間50分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

定点写真_P8010172.JPG

設定目的 　北沢一帯のシオジ天然分布の北限及びシオジを中心とする貴重な天然林の維持並びに植物社会の特殊な遷移の生態学的考証。　設定：昭和30年4月1日（平成5年4月1日）　面積：290.19ha

写真3

調査プロット1林内
低木類は少なく、林床植生は
衰退している。

調査プロット2林内
低木類は少なく、
林床植生は衰退し
ている。

ニホンジカによる樹
皮剥ぎ痕(リョウブ)

 上野楢原のシオジ植物群落保護林

 086

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



103花瓶山-プロット1_定点写真(磁南) _P8010110. JPG 103花瓶山-プロット2_定点写真(磁東) _P8010100. JPG 103花瓶山-保護林北部の尾根_モミが数本_P8010137.JPG

現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

103花瓶山-イヌブナ大木(WP910)_P8010134.JPG

設定目的 　ヒノキ、シオジ、イヌブナ等を中心とする天然林及び、ハコネコメツツジの貴重な群生地の植物学的考証。　設定：昭和52年4月1日（平成5年4月1日）　面積：119.35ha

写真3

調査プロット1ヒノキ群落
ニホンジカの食害によりスズ
タケは稈のみとなったものが
多い。

調査プロット2ヒノ

キ群落
ニホンジカの被害
が大きく、樹皮剥
ぎにより枯損して
いる落葉高木が見
られる。林床の裸
地化が著しい。

調査プロット3ハコネ
コメツツジ群落
ハコネコメツツジ
は、天丸山山頂部
の岩角地の限られ
た環境に生育して
いる。

 天丸山天然ヒノキ植物群落保護林
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保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、ヒノキが生育する林分に2地点、ハコネコメツツジが生育する林分

に1地点設定されている。調査プロット1・2は第1回モニタリング地点（H20年度設

置）、調査プロット3は第2回モニタリング地点（H24年度設置）を活用する。駐車地

点から調査地点まで約1,200m～2,000m、徒歩1時間45分～2時間30分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。ハコネコメツツジの生育分布
状況を把握し、植生調査により生育状況を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）
本年度基礎調査結果

(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   上次世代を担うヒノキの低木や稚樹は少ないものの、保護林全体に中齢から高齢級のヒノキが生育し、イヌブナが混生する林相にあり、保護対象であるヒノキ群落は、良好な状態で維持されている。シカによる被害、影響に留
意する必要がある。ハコネコメツツジについては、急傾崖にあるためシカによる影響も受けにくいと考えられ、特に問題は見受けられない。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は天丸山の西側斜面から、沢を越えた向かい
側の斜面まで広がり、全てが天然生林である。周辺国有
林は天然生林が広く分布し、育成天然林、人工林1、人

工林2、林地外が斑状に分布する。保護林は天然生林と
広く接続する。保護林より東側は民有林が広く分布し、
上野・大滝線が通っている。また、保護林内に天丸山へ
と向かう登山道が通っている。保護林は秩父山地緑の回
廊と接続する。また、保護林は天丸山自然環境保全地
域を含む。

【保護対象群落：ヒノキ群落】、【保護対象種：ハコネコメ
ツツジ】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているヒノキ群落の代表的な場所を候
補地として選定した。当保護林は5ha以上500ha未満の

面積であるため、可能な限り異なる植生が含まれるよう3

箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：ヒノキ群落】（標高1,315m）

　高木層は高さ18～31m、胸高直径30-105cm(最大はウラジロモミ)、植被率80％
で、ヒノキが優占し、ウラジロモミ、オノオレカンバ、イヌブナ、ミズメなど、脊梁地性樹
種が混生して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保

存対象種であるヒノキは13本が生育している(最大74cm)。高齢木・老齢木からなる

ヒノキが優占した様相を呈している。5年前の調査結果と比較して、ヒノキ低木の1本
に枯損が確認されている。また、林床に生育するスズタケがシカによる著しい食害を
受け、稈のみとなったものが多く、残存しているのは急傾斜地だけであるといった状
況が確認されている。ニホンジカによる樹皮剥ぎは、ウラジロモミ、ヒトツバカエデ、
リョウブで確認されている。

【調査プロット2：ヒノキ群落】（標高1,362m）

  高木層は高さ17～26m、胸高直径29-97cm(最大はヤシャブシ)、植被率90％
で、ヒノキが優占し、イヌブナ、ヤシャブシなど、脊梁地性樹種が混生して生育して
いる。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるヒノキ

は8本が生育している(最大80cm)。高齢木からなるヒノキと脊梁地に生育する落葉

高木が混在して優占した様相を呈している。5年前の調査結果と比較して、ヒノキに
枯損は確認されていない。ニホンジカによる樹皮剥ぎは、ツガ、ヤシャブシで確認さ
れている。草本層の植被率は10％程度と低い。

【調査プロット3：ハコネコメツツジ群落】（標高1,495m）

  草本層より構成され、高さは0.1～0.4m、植被率40％で、ハコネコメツツジが優占
し、ヒメコマツ、アカヤシオ、フクロシダなどが生育している。露岩率が高く、競合する
種類は少ない。

【到達状況】
 前回調査時は中之沢（乙父東沢）林道の途中に駐車したが、H29.12下
旬に林道維持作業予定で、林道終点まで車両到達可能となる見込み。
徒歩距離が300m程度短くなる。林道施錠ゲートがある（群馬森林管理署
回答より）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。次世代を担う
ヒノキの低木や稚樹は少ないものの、保護林全体に中齢から高齢級のヒ
ノキが生育し、イヌブナが混生する林相にあり、保護対象であるヒノキ群
落は、良好な状態で維持されている。ヒノキは保護林内の岩場に多く生
育している。シカによるスズタケの食害があり、シカによるヒノキの剥皮も
みられる。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1・2は、胸高直径30-70cmのヒノキが優占する林相

で高齢木に枯損は見らず、前回調査のプロット3はハコネコメツツジが生
育する地点で、いずれも保護林の代表的な地点といえるため、前回調査
プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
 特に問題は見受けられないが、中心点標示に丹頂杭を使用しているの
で注意する。

－
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現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   保護林の主要構成木であるモミや、ツガ、カシ類については、特に問題は見受けられず、生育は良好な状態である。ヒメコマツについては、千葉県などが主体となって保全対策が進められている。ニホンジカや、特定外来生物
であるキョンの生息分布域にあたるため、保存対象種への剥皮や、食害による林床植生や後継樹への影響に留意する必要がある。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は元清澄山の西側斜面から北へくの字型に広
がり、全てが天然生林である。周辺国有林は天然生林が
約半分を占め、人工林1、人工林2が斑状に分布し、一

部林地外も見られる。保護林は天然生林、人工林1、人

工林2へと接続する。保護林の周辺には民有林が広く分
布し、保護林は民有林と接続する。保護林の中を田代林
道が通っており、遊歩道も設置されている。保護林は元
清澄自然環境保全地域を含む。

【保護対象群落：モミ、ツガ、カシ類、ヒメコマツ、キヨスミ
ミツバツツジ】(林木遺伝資源の保存)

【調査プロット設置状況】
　保存対象となっている樹種が比較的多く見られる場所
を候補地として選定した。当保護林は5ha以上500ha未
満の面積であるため、可能な限り異なる植生が含まれる
よう2箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：モミ・ツガ・カシ類混交群落】（標高263m）

  高木層は高さ18～21m、胸高直径40-95cm(最大はモミ)、植被率70％で、尾根
部ではモミとツガが混生して優占し、斜面部では、アラカシ、ウラジロガシが優占し
て生育している。亜高木層は高さ10m、植被率60％で、アラカシ、ウラジロガシなど

が優占している。低木層は高さ4.5m、植被率50％で、アラカシ、サカキなどが混生

して優占している。草本層は高さ0.5m、植被率50％で、イズセンリョウ、ホソバカナ
ワラビが優占し、モミ、ツガの生育はほとんど見られない。高木層・亜高木層を構成
する胸高直径18cm以上の保存対象種であるモミは4本生育し(最大95.1cm)、ツガ

は7本生育している(78.1cm)。また、カシ類としては、アラカシが10本(最大

26.1cm)、ウラジロガシが6本生育している(最大29.1cm)。高齢～老齢木からなるモ
ミ・ツガ林に中齢のカシ類などが混在している様相を呈している。次世代を担うモミ・
ツガの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は見られ

ない。一方で、常緑のカシ類は21本が生育している。また、小円部における植生調
査の結果でも、低木層にモミ・ツガの生育は認められず、草本層でも生育は僅かで
ある。

【調査プロット2：スギ・ツガ群落】（標高300m）

  高木層は高さ20m程度、胸高直径40-80cm(最大はツガ)、植被率80％で、モミと

ツガが混生して優占し、プロット1と同様に、林内は、カシ類が多く生育している。

【ヒメコマツの生育分布状況の確認結果】保護林内にヒメコマツは群落としては生育
しておらず、モミ、ツガに混じって単木として生育しているが、生育量は少ないように
見受けられる。既に枯死してしまったヒメコマツもある模様。保護林内に生育してい
るヒメコマツには個体番号がつけられ、個別管理のための案内板が設置され、薬剤
注入などの保護対策が実施されている模様である(管理主体は千葉県、東大演習

林、千葉森林管理事務所からなるヒメコマツ保全協議会)。
【キヨスミミツバツツジの生育分布状況の確認結果】今回の調査では未確認である。

【到達状況】
 H29.12の時点で林道で土砂崩れが確認されているため、徒歩距離が

約2.0kmとなる。復旧した場合、駐車地点から調査地点まで約100m、徒

歩5分程度（千葉森林管理事務所回答より）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。次世代を担う
モミ、ツガの低木や稚樹は少ないものの、保護林全体に中齢から高齢級
のモミ、ツガが生育している林相にあり、保護対象であるモミ・ツガ群落
は、良好な状態で維持されている。今回の基礎調査では、キヨスミミツバ
ツツジの生育は確認されていない。ニホンジカの糞や角研ぎ痕が確認さ
れている。また、特定外来生物であるキョンの足跡、イノシシによる土の
掘り返し痕も見られ、植生に与える影響が懸念される。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径40-95cmのモミ、ツガが優占する林
相で、高齢木に枯損は見られず、保護林の代表的な地点といえるため、
前回調査プロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）
本年度基礎調査結果

(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、保存対象となっている樹種が比較的多く見られる林分に2地点設

定されている。第1回モニタリング地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から

調査地点まで約2,000m、徒歩1時間程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回 － －
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設定目的 　房総半島においては数少ない、モミ、ツガを主とし、カシ類等の暖温帯性植物が混生する天然林である。また、林内にはヒメコマツやキヨスミミツバツツジ等が自生しており林木遺伝資源として貴重であり、これらを保存するため
設定した。
設定：平成2年4月1日　面積：170.29ha

写真3

保護林林内
モミ、ツガは尾根部に生育し
ている。斜面部はカシ林と
なっている。

調査プロット1林内 ヒメコマツは個別管
理が実施されてい
る。 元清澄山林木遺伝資源保存林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

設定目的 　朝日連峰は、日本海側型東北（雪国）気候区に属する隆起山地であり、大朝日岳を主峰とする主稜線といくつかの支稜は非対称山稜を呈している。この地域の主要部分は、人為の介入がほとんど無く、我が国最大規模のブ
ナ林等原生的な自然状態が維持されていることに加え、低地から高山帯まで広範な植生帯が存在し、亜高山帯針葉樹林を欠き低木林が発達する豪雪地特有の植生が見られるなど、変化に富んだ種々の生態系が展開し、多
様な動植物が生息・生育している。これらの原生的な森林生態系を保存することにより、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、森林施業・管理技術の発展、学術研究等に資するため、朝日山地森林生態系保護地
域を設定する。　設定：平成15年3月　面積：21,718.77ha

写真3

調査プロット1林内 調査プロット2概観 保護林外隣接地の
ミズナラ立ち枯れ

 朝日山地生態系保護地域
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットはチシマザサーブナ群落、自然低木群落に各1地点設置されている

調査プロット1は第1回モニタリング地点（H20年度設置）、調査プロット2は第2回モ

ニタリング地点（H24年度設置）を活用する。他2地点は、森林生態系多様性基礎

調査の調査データを利用する。駐車地点から調査地点まで約7,600m～7,900m、

徒歩7時間40分～7時間50分程度。登山口から徒歩2時間半程度の距離にある三
面避難小屋に一泊する。

  第2回モニタリング調査時に設定されたルート・地点(H24年度設置)を活
用する。調査箇所は、三面避難小屋へいたる沢筋のルート、三面避難小
屋から調査プロットまでのルート上およびプロット内とする。

   登山ルートは、朝日連峰の北寒江山へ続いている。登山ルート
は上級者向けで、朝日連峰まで登る人は少なく、三面避難小屋は
無人小屋である。この小屋の利用状況を村上市の商工観光課で
集計しているため、本調査では、聞き取り調査・資料調査により利
用状況についての確認を行い、利用施設については現地確認を
行う。

調査時期、回数   夏季、1回   夏季、1回   夏季、1回

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影   鳥類、哺乳類   利用動態

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。森林調査プロットを設置でき
ない条件の場合には、植生タイプに応じた面積のコドラートを設置し、群落構造と種
組成を把握する。

  調査プロットまでのルート上およびプロット内において、確認できた個体
の種名と痕跡等の記録を行う。

　利用状況は、聞き取り、資料調査により確認し、利用施設は現地
確認を行う。

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   全ての群落について調査を行うのは難しいため、保護林内の景観写真などを撮影地点と方向がわかる形で記録することを検討する。また、空中写真による比較も検討する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は新潟県と山形県の県境に位置し、北は大鳥
屋岳から南は柴倉山、西は鹿森山まで広がり、その多く
は岩肌が露出した林地外となっている。保護林の西側に
は天然生林が見られる。保護林は天然生林と広く接続す
る。周辺国有林は天然生林、林地外が多く、育成天然
林、人工林1、人工林2が斑状に分布する。保護林は鳥
海朝日・飯豊吾妻緑の回廊と接続する。また、朝日村郷
土の森と接続する。

【保護対象群落】および【調査プロット設置状況】
　対象保護林を主な植生帯ごと、地形ごとに分け、その
中から保護林の代表的な群落箇所を選定した。当保護
林は500ha以上の面積を有するため、主要な群落2箇所
に調査プロットを設定した。

【調査プロット1：チシマザサ－ブナ群落】(949m)；高木層にブナ(樹高17～22m)、
亜高木層にアカイタヤ、低木層にタムシバ、アオダモ、草本層もチシマザサ、タムシ
バなどが優占。【調査プロット2：自然低木群落】(996m)；低木層にマルバマンサク、

ブナ(高さ4m)、草本層にオオイワウチワ、チシマザサなどが優占。【調査プロット3：

ブナ群落】（標高330m）  （森林生態系多様性基礎調査ID150773）；高木層にブナ

(樹高17～23m)、。亜高木層から低木層にかけてもブナが多く生育し、若齢木～高

齢木からなるブナの純林の様相を呈している。【調査プロット4：ブナ群落】（標高

790m）（森林生態系多様性基礎調査ID150764）；高木層にブナ(樹高26～32m)、
亜高木層から低木層にかけてもブナが多く生育し、高齢木からなるブナの純林の様
相を呈している。【ナラ枯れの発生状況】　第2回目モニタリング基礎調査で報告さ
れているミズナラの枯損の目立つ地点（保護林外）以外で、目立ったナラ枯れ発生
箇所は確認されていない。

【動物調査結果の概要】
  哺乳類は、 平成24年度に実施された基礎調査時の確認記録を含め、ツキノワグ

マ(目視、糞)、ニホンザル(糞)、トウホクノウサギ（糞)、テン(糞)、ニホンリス(食痕)、ヒ

ミズ(坑道)が確認されている。鳥類は、ヒガラ、ウグイス、クロジ、オオルリ、ヤマドリな

ど15種類が確認されている。冷温帯落葉広葉樹林を代表する鳥類相にある。

【利用動態調査結果の概要】
  村上市役所朝日支所産業課への問い合わせの結果、以下のような状況にある。

　年間40～90人程度(※)の利用者が訪れる。利用のピークは8月～10月頃で、利

用する人のほとんどは登山客で、1～2割程度釣り客の利用がある。登山道はよく

整備されていて、2年に一度草刈りも実施されている。※登山者カードの集計値。

実際はこの5倍程度の利用者があると見込まれている。

【到達状況】

  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。チシマザサ－
ブナ群団、ブナ－ミズナラ群落、自然低木群落が保護林の大部分を構成
している。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径40-70cmのブナが優占する林相で、

前回調査のプロット2は、低木層にマルバマンサク、ブナが生育する自然
低木群落で、いずれも保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プ
ロットを活用して調査を行う。プロット1は、前回調査時に胸高直径50cm

程度のブナの倒木がみられ、プロットの南側にギャップが発生しており、
ブナ林の更新状況の経過把握が出来る可能性があることに留意する。

【プロット表示】  特に問題は見受けられない。

【動物生息状況】
  ルート上および付近で、哺乳類は、ツキノワグマ（爪痕）、ニホンザル
（糞）、テン（糞）、ノウサギ（糞）、ニホンリス（食痕）、ヒミズ（坑道）を確認。
鳥類は、ゴジュウカラ、ツツドリなどを確認。両生類・爬虫類は、ヤマアカ
ガエル、アオダイショウなどを確認。

【利用動態】      登山ルートは上級者向けで、朝日連峰まで登る人は少な
い。

－



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

設定目的 　飯豊山周辺森林生態系保護地域は、新潟、福島、山形県境の飯豊山周辺の、日本海型気候区で豪雪地帯における典型的な山地帯から高山帯までの原生的な天然林を保存することにより、森林生態系からなる自然環境の
維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、森林施業・管理技術の発展、学術研究等に資するため設定する。　設定：平成3年　面積：当該計画区面積15,287.05ha（保護林全体；18,343.01ha）

写真3

調査プロット1林内
林床はユキツバキが繫茂して
いる。

調査プロット2外観
ナナカマドが優占
している自然低木
群落。

調査プロット3外観
ミヤマナラが優占し
ている自然低木群
落。

 飯豊山周辺森林生態系保護地域

 002

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットはブナ-ユキツバキ群落、自然低木群落、ミヤマナラ群落に各1箇所

設置されている。調査プロット1は第1回モニタリング地点（H20年度設置）、調査プ

ロット2・3は第2回モニタリング地点（H24年度設置）を活用する。他2地点は、森林
生態系多様性基礎調査の調査データを利用する。駐車位置から調査地点まで約
300m～3,400m、徒歩20分～3時間30分程度。

  第2回モニタリング調査時に設定されたルート・地点(H24年度設置)を活
用する。調査箇所は、調査プロットまでのルート上およびプロット内とする。

  御沢登山口は利用者が多い。

調査時期、回数   夏季、1回   夏季、1回   夏季、1回

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影   鳥類、哺乳類   利用動態

保護林概観 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。森林調査プロットを設置でき
ない条件の場合には、植生タイプに応じた面積のコドラートを設置し、群落構造と種
組成を把握する。

  調査プロットまでのルート上およびプロット内において、確認できた個体
の種名と痕跡等の記録を行う。

　利用状況は、聞き取り、資料調査により確認し、利用施設は現地
確認を行う。

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   全ての群落について調査を行うのは難しいため、保護林内の景観写真などを撮影地点と方向がわかる形で記録することを検討する。また、空中写真による比較も検討する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は新潟県、山形県、福島県の県境に位置し、北
は鉾立峰から南は水晶峰、西はヤンゲン峰まで広がり、
天然生林と林地外が約半分ずつを占める。概ね高標高
では岩肌が露出する林地外となっている。保護林は天然
生林、林地外と広く接続する。周辺国有林はほとんどが
天然生林、林地外であるが、一部人工林1、人工林2も見
られる。保護林は鳥海朝日・飯豊吾妻緑緑の回廊と接続
する。また、磐梯朝日国立公園に位置する。

【保護対象群落】および【調査プロット設置状況】
　対象保護林を主な植生帯ごと、地形ごとに分け、その
中から保護林の代表的な群落箇所を選定した。当保護
林は500ha以上の面積を有するため、主要な群落3箇所
に調査プロットを設定した。

【調査プロット1：ブナ－ユキツバキ群落】(484m)；高木層にブナ（樹高17～29m）、

低木層にユキツバキ、草本層にユキツバキが優占。【調査プロット2：自然低木群

落】(1,277m)；低木層にナナカマド、草本層にチシマザサが優占。【調査プロット3：

ミヤマナラ群落】（標高1,379m）；低木層にミヤマナラ、マルバマンサク、草本層に

チシマザサが優占。【調査プロット4：ブナ－ミズナラ群落】（標高820m） （森林生態

系多様性基礎調査ID150756）；高木層にミズナラ、ブナ（樹高18～30m）が優占。
中齢木～老齢木からなるミズナラとブナが混交する様相を呈している。【調査プロッ
ト5：ササ自然草原】（標高1,660m） （森林生態系多様性基礎調査ID150770）；低
木層に、チシマザサと、ミネカエデ、サラサドウダン、ナナカマドなどが混在して優
占。【ナラ枯れの発生状況】　第2回目モニタリング基礎調査で報告されているミズナ
ラの枯損の目立つ地点（保護林外）以外で、目立ったナラ枯れ発生箇所は確認さ
れていない。

【動物調査結果の概要】
  哺乳類は、平成24年度に実施された基礎調査時の確認記録を含め、ツキノワグ

マ(糞、におい、爪痕)、ニホンザル(糞)、トウホクノウサギ（糞)、テン(糞)が確認されて

いる。鳥類はヒガラ、コガラ、ゴジュウカラ、アマツバメ、ハリオアマツバメなど13種類
が確認されている。冷温帯落葉広葉樹林を代表する鳥類相にある。

【利用動態調査結果の概要】
  奥胎内ヒュッテからの乗り合いタクシーの運転手への聞き取りの結果は、以下の

ようである。利用者のほとんどは登山客で、その他に釣り人や、山菜採り、キノコ
採りの人がいる。登山客のほとんどは、大石山までいって、小屋に泊まって、下山
するコースを利用し、他に北側の関川村から登って胎内へ下ってくるコースや、山
形県側から登って胎内へ下るコース、飯豊山から縦走してくるコースを利用してい
る。利用のピークは7～8月と紅葉の時期で、一日に30人～40人程度の登山客が
訪れる。利用者の多くは年配の方で、昨年は若い方が多かったが、今年は少ない
傾向にある。

【到達状況】

  H29.8台風による崩落で奥胎内ヒュッテへ向かう一般道が通行止めと

なったが、10月に仮橋が設置された。冬季は通行止めとなるため調査前
に通行状況を確認する。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されなかった。チシマザサ－
ブナ群団、自然低木群落、ササ自然草原、ウラジロヨウラク－ミヤマナ群
団が保護林の大部分を構成している。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径50-90cmのブナが優占する林相で、

調査プロット2は、山腹平衡斜面に成立しナナカマドが優占する低木群落

で、、調査プロット3は、急傾斜地に成立しミヤマナラが優占する低木群落
で、いずれも保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活
用して調査を行う。

【プロット表示】  特に問題は見受けられない。

【動物生息状況】 ルート上および付近で、哺乳類は、ツキノワグマ（爪
痕）、テン（糞）、ノウサギ（糞・食痕）、タヌキ（溜め糞）、ニホンザル（糞）を
確認。鳥類は、クロジなどを確認。両生類・爬虫類は、ヤマアカガエルな
どを確認。

【利用動態】 登山口には広い駐車場やトイレなどの施設が設けられ、訪
れる登山客も多い。

－



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

設定目的 　通称赤谷スギと呼ばれる天然スギの林分で、種及び学術又は森林施業上貴重な森林であることから、この森林の保護を図ることを目的とする。　設定：昭和52年4月1日（平成5年4月1日）　面積：143.95ha

写真3

調査プロット1林内 調査プロット1林内
スギの伏状更新の
状況。

調査プロット2林内
ツキノワグマによる
樹皮剥ぎにより枯損
したスギ。

 赤谷天スギ植物群落保護林

 090

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、スギが生育する林分に2地点設定されている。調査プロット1は第

1回モニタリング地点（H20年度設置）、調査プロット2は第2回モニタリング地点

（H24年度設置）を活用する。他1地点は、森林生態系多様性基礎調査の調査デー

タを利用する。駐車地点から調査地点まで約800m～900m、徒歩50分～55分程
度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内
尾根上のスギは曲がっている。伏状更新木

が多い。

調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   上層を構成するスギは現段階では健全に生育しているが、保護林内のスギの一部に、ツキノワグマによる剥皮が発生しているため、剥皮等の有無と程度に留意することが必要である。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】

  保護林は俎倉山（弥市沢）から北東に広がり、そのほと
んどが天然生林である。周辺国有林は約半分が天然生
林、その他は人工林1、人工林2よ、林地外が斑状に分
布し、一部育成天然林も見られる。保護林は天然生林、
林地外と接続する。保護林の北側には一部民有地が見
られ、加治川治水ダムが設けられている。また、治水ダ
ムから保護林内を通って蒜場山へと向かう登山道が設
けられている。保護林は俎倉山自然環境保全地域を含
む。

【保護対象群落：天然スギ群落】

【調査プロット設置状況】
　保存対象となっている天然スギが生育する代表的な場
所を候補地として選定した。当保護林は5ha以上500ha

未満の面積であるため、可能な限り異なる植生が含まれ
るよう2箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：スギ群落】（標高704m）

   高木層は高さ17～22m、胸高直径30-80cm(最大はスギ)、植被率70％で、スギ

が優占し、ミズナラ、ブナなどが混生して生育している。亜高木層は高さ10m、植被

率30％で、スギ、ブナ、ミズナラ、アカイタヤなどが生育している。低木層は高さ

4.5m、植被率80％で、オオバクロモジ、リョウブ、スギなどが混生して優占している。

草本層は高さ1.0m、植被率80％で、スズタケ、ヒメアオキなどが混生して優占して

いる。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるスギは

33本生育している。スギと競合する落葉高木は17本生育している。高齢木からなる
スギに中齢木からなる冷温帯落葉広葉樹林を形成する落葉高木が混交した様相を
呈している。次世代を担うスギの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm

以上18cm未満)は16本生育し、小円部における植生調査の結果では、低木層にス
ギの生育が認められ、草本層にはスギの生育は認められていない。プロット内でツ
キノワグマによる樹皮剥ぎが確認されているが、樹皮剥ぎの程度は軽微である。

【調査プロット2：スギ群落】（標高790m）

   高木層は高さ25～29m、胸高直径30-104cm(最大はスギ)、植被率90％で、スギ

が優占し、ミズナラ、ブナなどが混生して生育している。亜高木層は高さ10m、植被

率30％で、ブナが優占し、ミズナラなどが生育している。低木層は高さ4.5m、植被

率30％で、オオバクロモジが優占している。草本層は高さ1.0m、植被率80％で、エ
ゾユズリハ、ヒメアオキ、ツルシキミなどが混生して優占している。高木層・亜高木層
を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるスギは16本生育している。スギ

と競合する落葉高木は23本生育している。高齢～老齢木からなるスギに中齢木か
らなる冷温帯落葉広葉樹林を形成する落葉高木が混交した様相を呈している。次
世代を担うスギの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未

満)は見られず、小円部における植生調査の結果でも、低木層、草本層にスギの生
育は認められていない。プロット内でツキノワグマによる樹皮剥ぎが確認されている
(新規樹皮剥ぎ1本、古い樹皮剥ぎ痕4本)。1本については樹皮剥ぎにより枯損に

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは津川赤谷林道を利用する。林道施
錠ゲートがある（共通グリーンゲート）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されなかった。スギ群落が分
布している区域は、中齢から高齢級のスギが生育している。生育している
スギ立木に枯損木はほとんど見られず、健全に生育している。一部、ツキ
ノワグマによる剥皮がみられる。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径30～80cmのスギが優占する林相

で、前回調査のプロット2は、胸高直径30～104cmのスギが優占する林
相で、いずれも保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを
活用して調査を行う。保護林内に森林生態系多様性基礎調査の調査地
点が設置されているが、本保護林を代表する林分とは考えられないた
め、調査データの利用は行わない。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   保護林内の上層に生育しているコウヤマキは数本と生育量は少ないものの、現時点では健全に生育している。また、林下に生育するコウヤマキの生存量、生育状態に留意する必要がある。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は目指岳の南西斜面に位置し、全てが林地外
である。周辺国有林は天然生林が約半分を占め、育成
天然林、人工林1、人工林2、林地外が斑状に分布する。
保護林は天然生林と広く接続する。周辺の民有地は民
有林が大半を占め、公有林も見られる。保護林の西側に
は大倉峠線が通っている。保護林は土井自然環境保全
地域内に位置する。

【保存対象樹種：コウヤマキ】(林木遺伝資源の保存)

【調査プロット設置状況】
  保存対象となっているコウヤマキが生育する代表的な

場所を候補地として選定した。当保護林は5ha以上

500ha未満の面積であるため、可能な限り異なる植生が

含まれるよう2箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：急傾斜地はミヤマナラ群落、尾根部はスギ群落】（標高640m）

　高木層は高さ10～14m、胸高直径20-40cmで(最大はブナ)、コウヤマキ、スギ、
キタゴヨウ、ブナが混在して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径
18cm以上の保存対象種であるコウヤマキは1本が生育し、上層でコウヤマキと競合

する針葉樹としては、スギが5本、キタゴヨウが4本生育している。急傾斜地はミヤマ
ナラ群落であるが、尾根部は中齢の針葉樹が混交する様相を呈している。急傾斜
地にコウヤマキの低木・稚樹・実生の生育は見られない。
  中円部、大円部のコウヤマキの生育分布状況を以下に示す。小円部にはコウヤマ
キの生育は認められない。中円・大円ともコウヤマキは何れも尾根上。
     中円部　[方角エリア：被度群度、生育本数]：①～⑧コウヤマキなし。

     大円部　[方角エリア：被度群度、生育本数]：①高木1本、稚樹+2、②稚樹+、③
～⑦コウヤマキなし。

【調査プロット2：急傾斜地はミヤマナラ群落、尾根部はコウヤマキ群落】（標高

657m）

  高木層は高さ9～10m、胸高直径18-30cmで(最大はコウヤマキ)、コウヤマキと

キタゴヨウが混在して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm

以上の保存対象種であるコウヤマキは2本が生育し、上層でコウヤマキと競合する

針葉樹としては、キタゴヨウが1本生育している。急傾斜地はミヤマナラ群落である
が、尾根部は中齢の針葉樹が混交する様相を呈している。急傾斜地にコウヤマキ
の低木・稚樹・実生の生育は見られない。
  中円部、大円部のコウヤマキの生育分布状況を以下に示す。小円部にはコウヤ
マキの生育は認められない。中円・大円ともコウヤマキは何れも尾根上。
     中円部　[方角エリア：被度群度、生育本数]：①低木1・2、稚樹+、②低木1・2、

稚樹+、③～⑧コウヤマキなし。

     大円部　[方角エリア：被度群度、生育本数]：①高木2本、低木3本、稚樹1・

2(10本程度)、②稚樹1・2(10本程度)、③～⑦コウヤマキなし、⑧稚樹+。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。

【林分概況】
  保護林内のコウヤマキの分布は尾根上に限られ、数本が生育している
程度であるが、尾根上のコウヤマキ林下には、稚樹が多数確認されてい
る。斜面上は崖地になっており、低木のミヤマナラ、リョウブ、マルバマン
サクが密生している。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径20-40cmのコウヤマキを含む林相

で、前回調査のプロット2は、胸高直径18-30cmのコウヤマキを含む林相
で、いずれも保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活
用して調査を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概観
コウヤマキは尾根部に数本生育しているのみ

調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、コウヤマキが生育する林分に2地点設定されている。調査プロット

1は第2回モニタリング地点（H24年度設置）、調査プロット2は第1回モニタリング地

点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約2,600m、徒歩2時間

40分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

設定目的 　裏日本型東北・北海道型におけるコウヤマキの遺伝資源の保存。　設定：平成5年　面積：10.33ha

写真3

調査プロット1、プロット2外観 尾根部に生育して
いるコウヤマキ(保
護林外：福島県側
の個体)

尾根部に生育して
いるコウヤマキの低
木 目指岳コウヤマキ林木遺伝資源保存林

 039

 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等 －   上層に生育しているトチノキは生育量は少ないものの、現時点では健全に生育している。林下に生育するトチノキの生存量、生育状態にも留意が必要がある。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は東岐山の北側に位置し、その全てが天然生
林である。周辺国有林は約7割が天然生林で、育成天然

林、人工林1、人工林2、林地外が斑状に分布する。保護

林は天然生林、人工林1と接続する。周辺の民有地は公
有林と民有林が約半分ずつを占める。保護林の西側に
は公有林が、北側には民有林が広がる。また、保護林内
に本名津川林道が通っている。保護林は緑の回廊越後
線に接続する。

【保存対象樹種：トチノキ】(林木遺伝資源の保存)

【調査プロット設置状況】
  保存対象となっているトチノキが生育する代表的な場

所を候補地として選定した。当保護林は5ha以上500ha

未満の面積であるため、可能な限り異なる植生が含まれ
るよう2箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：ブナ群落】（標高640m）

　高木層は高さ20～23m、胸高直径40-86cm(最大はブナ)、植被率90％で、ブナ
が優占し、ブナの他、トチノキなどの渓畔林を形成する高木類が混在している。高
木層・亜高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるトチノキは2本

しか生育しておらず、上層でケヤキと競合するブナ、アカイタヤなどの落葉樹は17

本が生育している。高齢木からなるブナを主体とした落葉広葉樹林の中にトチノキ
が僅かに混在する様相を呈している。次世代を担うトチノキの中低木(小円部：胸高

直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は1本生育している。また、小円部に

おける植生調査の結果では、トチノキは低木層に2・1程度の被度・群度で生育し、
草本層にもトチノキの実生が生育している状況が確認されている。

【調査プロット2：ブナ・トチノキ群落】（標高619m）

  高木層は高さ21～35m、胸高直径40-134cm(最大はトチノキ)、植被率100％で、
大径木のトチノキが優占して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直径
18cm以上の保存対象種であるトチノキは3本が生育し、何れも大径木である。トチ
ノキの樹高が高いため、上層で競合する落葉樹はない。老齢木からなるトチノキが
散在し、第2高木層にブナを主体とした落葉広葉樹林が優占する、第2高木層を有

した落葉広葉樹林の様相を呈している。次世代を担うトチノキの中低木(小円部：胸

高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は生育していない。また、小円部に
おける植生調査の結果では、低木層にトチノキは見られないが、草本層に稚樹・実
生が生育している状況が確認されている。

【保護林内におけるトチノキ大径木の分布状況】 プロット外には、トチノキ大径木は

1本生育し、生育本数は合計で6本程度。

【到達状況】
  H29.12時点で、保護林に向かう林道本名室谷線は土砂崩れにより一
般車両通行止めとなっている。通行許可が必要となる場合があるため、
調査前に道路を管理している阿賀町商工課に確認する（新潟県阿賀町
商工課回答より）。

【林分概況】
  トチノキの保存を目的とする保護林ではあるが、保護林内にはトチノキ
の生育は少ない。概ね中齢から高齢級のブナが優占し、トチノキは僅か
に混生している程度の状況にあることを確認した。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径50-80cmのブナが優占し、トチノキの

高齢木1本、中齢木2本を含む林相で、前回調査のプロット2は、胸高直

径50-100cmのブナが優占し、トチノキの中齢木2本を含む林相で、保護
林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して調査を行
う。トチノキの低木・稚樹の生育は僅かである。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられない。

－

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内
トチノキは大径木が数本生育している程度

調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、トチノキが生育する林分に2地点設定されている。第1回モニタリ

ング地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約100m、徒歩5

分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

設定目的 　裏日本型東北・北海道型におけるトチノキの遺伝資源の保存。　設定：平成5年　面積：8.83ha

写真3

調査プロット1林内
ブナが優占して生育してい
る。

調査プロット2林内
トチノキの大径木
が3本生育してい
る。

調査プロット2林内

 大久蔵トチノキ林木遺伝資源保存林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査



現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

設定目的 　北限分布のオオフジシダをはじめとする、北地には稀少な暖地性シダの群生地であり、これらシダ群落の保護を図ることを目的とする。　設定：昭和62年4月1日（平成5年4月1日）　面積：5.25ha

写真3

オオフジシダ 調査プロット1

プロット内に生育
しているオオフジ
シダ

保護林内は、岩角
地が多く、オオフジ
シダは、湿った岩の
隙間などに見られ
る。

 猿ヶ城岩オオフジシダ植物群落保護林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、オオフジシダが生育する林分に3地点設定されている。第2回モ

ニタリング地点（H24年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約

1,100m、徒歩1時間10分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   植生調査、定点写真撮影 － －

保護林概要
保護林の大部分は急傾岩角地から形成され

ている

調査方法   植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。 － －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）

本年度基礎調査結果
(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   保護林内のオオフジシダは健全に生育しており、特に問題は見受けられない。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林はガラク峰（札原）の西側、石川の両岸に位置
し、全てが天然生林である。周辺国有林はほとんどが天
然生林で、育成天然林、人工林1、人工林2、林地外が
斑状に分布する。保護林は天然生林と広く接続し、人工
林1、人工林2とも接続する。保護林の北側には一部公
有林が見られる。また、保護林の間には石川線（歩道）が
通っている。

【保護対象群落：オオフジシダ群落】

【調査プロット設置状況】
  保存対象となっているオオフジシダが生育する代表的

な場所を候補地として選定した。当保護林は5ha未満の
面積であるが、生育箇所が岩の隙間などの特定環境下
であるため、生育状況の把握のため3箇所の植生調査
プロットを設定した。

【調査プロット1：スギ植林】（標高282m）＜オオフジシダの群生地はスギ植林の際
＞
　高木層は高さ16m、植被率40％で、スギが優占している、亜高木層は、高さ8m、

植被率50%でウワミズザクラが優占している。低木層は、高さ3m、植被率80%で、

アブラチャンが優占している。草本層は、高さ0.5m、植被率70%で、オオフジシダ
の他、ジュウモンジシダ、ミヤマイタチシダが混在して優占している。

【調査プロット2：スギ植林林縁部の低木群落】（標高295m）

  低木層は高さ4m、植被率70%で、ヤマモミジが優占している。草本層は高さ

0.5m、植被率80%で、オオフジシダの他、オオイワウチワ、ミヤマイタチシダ、ハリ
ガネワラビが混在して優占している。

【調査プロット3：スギ植林林縁部の低木群落】（標高284m）

  低木層は高さ5m、植被率80%で、ウワミズザクラが優占している。草本層は高さ

0.3m、植被率70%で、オオフジシダの他、ヌカボシソウが混在して優占している。

【到達状況】
  大きな変更はない。駐車地点までは石川林道を利用する。林道施錠
ゲートがある（共通グリーンゲート）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林内のオ
オフジシダ群落は健全な状態で維持されている。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1～3は、草本層にオオフジシダが生育する林相で、
いずれも保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用し
て調査を行う。生育箇所は、岩の隙間などの特定環境下のため、生育状
況の把握は植生調査により行うことを検討する。

【プロット表示】
　植物相調査のため、プロット表示はされていない。

－



103花瓶山-プロット1_定点写真(磁南) _P8010110. JPG 103花瓶山-プロット2_定点写真(磁東) _P8010100. JPG 103花瓶山-保護林北部の尾根_モミが数本_P8010137.JPG

現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

103花瓶山-イヌブナ大木(WP910)_P8010134.JPG

設定目的 　上佐野地域を代表する高齢級天然林の保護。　設定：昭和57年4月　面積：19.82ha

写真3

調査プロット1林内 調査プロット2林内 調査プロット2の林
内にはニホンジカに
よる食害が多数みら
れる。写真は食害を
受けたコアジサイと
トウゴクミツバツツ
ジ。

 上佐野植物群落保護林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、針葉樹が生育する林と、広葉樹が生育する林分に各1地点設定

されている。第1回モニタリング地点（H20年度設置）を活用する。駐車地点から調

査地点まで約900m～1,100m、徒歩55分～1時間10分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）
本年度基礎調査結果

(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   保護対象種であるスギの精英樹や、高齢級のブナやイヌブナなどの上層木は健全な状態で生育している。しかしながら、林内の低木、草本層はシカの食害による影響があるため、シカ食害の影響に留意する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は富士見峠の南側、西向き斜面から沢を越えて
向かい側の斜面まで広がり、全てが天然生林である。周
辺国有林は人工林1が約半分を占め、天然生林、人工

林2が斑状に分布し、林地外も見られる。保護林は広く

人工林1と接続し、天然生林とも接続する。保護林の東
側は全て民有林となっている。保護林には送電線が通っ
ており、その管理道が設けられている。また、保護林の近
くを本栃林道が通っている。保護林内でスギの精英樹が
保護されている。

【保護対象群落：針葉樹（スギ群落）、広葉樹（イヌブナ
群落）】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているブナ、イヌブナなどの温帯性の
種が生育する代表的な場所を候補地として選定した。当
保護林は5ha以上500ha未満の面積であるため、可能

な限り異なる植生が含まれるよう2箇所の調査プロットを
設定した。

【調査プロット1：ブナ群落】（標高1,311m）

　高木層は高さ28m、胸高直径50-80cm(最大はブナ)、植被率90％で、スギが優

占し、ブナやイヌブナが混生している。亜高木層は高さ14～18m、胸高直径18～

30cm、植被率60％で、アオダモ、ヒメシャラが混生して優占している。低木層は高

さ4m、植被率70％で、ガマズミ、ハウチワカエデなどが混生して優占している。草

本層は高さ1m、植被率30％で、コアジサイが優占している。高木層を構成する胸

高直径50cm以上の高齢級の保存対象種は14本生育している(最大85.8cm、ブ

ナ)。このうちスギは8本生育し(83.6cm)、ブナは2本(最大85.8cm)、イヌブナが1本

(74.8cm)、ミズメが1本(52.5cm)生育している。中齢～老齢木からなるスギ林に高
齢のブナ・イヌブナなどが混在している様相を呈している。次世代を担うスギの中低
木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上18cm未満)は1本確認されてい
るが、スギの低木・稚樹は低木層・草本層ともに認められない。プロット内において、
目立ったニホンジカによる食害は確認されていないが、プロット周辺の西部、東部、
南部側では、シカによる食痕（広葉樹低木）およびツキノワグマの食痕（ヒノキ樹皮
剥ぎ）がみられる。

【調査プロット2：ブナ・イヌブナ群落】（標高1,333m）

  高木層は高さ22m、胸高直径25-80cm(最大はイヌブナ)、植被率90%で、イヌブ

ナが優占し、ホオノキやクリが混生している。亜高木層はは高さ20m、胸高直径8-

25cm、植被率30％で、ウラジロモミが優占し、ヒメシャラ、ミズキなどが混生してい

る。低木層は高さ4m、植被率50％で、コアジサイが優占し、オオイタヤメイゲツやサ

ワフタギなどが混生している。草本層は高さ1m、植被率40％で、コアジサイが優占
し、サワフタギやコウヤボウキなどが生育している。高木層を構成する胸高直径
50cm以上の高齢級の保存対象種はイヌブナが3本生育している(最大83.9cm)。中
齢～老齢木からなるイヌブナ林にクリやホオノキなどが混在している様相を呈してい
る。次世代を担うイヌブナの中低木(小円部：胸高直径1cm以上、中円部：4cm以上

18cm未満)は、高木の根際からのひこ生えが多く確認されている。イヌブナの低木・

【到達状況】

  H29.12の時点で林道途中に落石があるが、大きな崩壊はなく補修すれ
ば通行可能なので、調査時期を連絡すればそれに合わせて補修を行う。
林道施錠ゲートがある（山梨森林管理事務所回答より）。

【林分概況】
  前回調査時と比較して、大きな変化は確認されていない。保護林内は、
中齢から高齢のスギ、ブナ、イヌブナなどが優占する群落が分布し、大径
木の古い枯死木が僅かに見られるが、保護林を構成する植物群落は、
健全に生育している。本保護林に分布するスギは、精英樹に指定されて
いる(精英樹とは、同じ土壌条件の地域に生育する同種・同齡木に比べ

て、形質が特に優れた成長をしている樹木をいう)。

【調査プロットの代表性検討結果】
  前回調査のプロット1は、胸高直径30～70cmのスギが優占し、ブナ、イ
ヌブナの混生する林相で、保護林の代表的な地点といえるため、前回調
査プロットを活用して調査を行う。また、 前回調査のプロット2は、胸高直

径30～50cmのイヌブナ、ウラジロモミが混生して優占している林相で、
保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して調査
を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられないが、プロット2は中心点標示に丹頂杭を使用
しているので注意する。

－



103花瓶山-プロット1_定点写真(磁南) _P8010110. JPG 103花瓶山-プロット2_定点写真(磁東) _P8010100. JPG 103花瓶山-保護林北部の尾根_モミが数本_P8010137.JPG

現地調査方針、計画（案） 写真1 写真2

保　護　林　名

整　理　番　号

森林管理局名

①　現地調査計画

②　総括整理表

毎木 植生 定点
写真
林内

植物
相

ほ乳
類

鳥類 昆虫
類

指標
種

希少
種

利用
実態

定点
撮影

必須 必須 必須 選択 選択

結果概要
－ － － － － － － － － － － －

課題等

103花瓶山-イヌブナ大木(WP910)_P8010134.JPG

設定目的 　オオイタヤメイゲツの大木が群生しているもので、珍しく貴重なものであり、これを保護するため設定した。　設定：平成3年4月1日　面積：10.19ha

写真3

調査プロット1林内
シカ害により、林床植生は衰
退している。

調査プロット2林内
シカ害により、林
床植生は衰退して
いる。

大径木の新たな倒
木が見られる。

 安倍峠オオイタヤメイゲツ植物群落保護林
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 関東森林管理局

保護林概況写真 調査項目 森林調査 動物調査 利用動態調査

調査箇所（選定理由）
・ルート（所要時間）

　調査プロットは、オオイタヤメイゲツが生育する林に2地点設定されている。調査プ

ロット1は第1回モニタリング地点（H20年度設置）、調査プロット2は第2回モニタリン

グ地点（H24年度設置）を活用する。駐車地点から調査地点まで約700m～

900m、徒歩40分～55分程度。

－ －

調査時期、回数   夏季、1回。 － －

調査項目   毎木調査、植生調査、定点写真撮影 － －

保護林内 調査方法   0.1haのプロットを設定し、毎木調査では胸高直径、樹高（20本/プロット）を計測す
る。植生調査では、植物の種組成の概要を把握する。

－ －

項目
基礎情報 前回調査結果

（平成25年度記載内容）
本年度基礎調査結果

(現地概況把握調査結果)

調査項目
保護対象種が健全に生育し、その遺伝資源が保存されている

①保護対象樹種の個体数、
生育密度、②希少植物の生
育の有無

①動物の生息状況、②希少動物の
生息の有無

利用動態 シカ被
害、外
来種、
周辺
森林
の変
化他

－   次世代を担うオオイタヤメイゲツの低木や稚樹が少ない状況にあるが、上層を構成するオオイタヤメイゲツは健全に生育している。シカによる被害について留意する。

利用
者数

抽出選択 セット選択

【保護林概要】
　保護林は安倍峠の北向き斜面に位置し、全てが天然
生林である。周辺国有林は天然生林が広く分布し、人工
林1、人工林2、林地外が斑状に分布する。保護林は天

然生林、人工林1、人工林2と接続する。周辺民有地は、
保護林の北側は全て公有林となっている。西側には民
有林と林地外が見られる。保護林内には安倍峠を越える
道路が通っており、安倍峠へと向かう登山道も設けられ
ている。保護林は奥大井県立自然公園内に位置する。

【保護対象群落：オオイタヤメイゲツ群落】

【調査プロット設置状況】
　保護対象となっているオオイタヤメイゲツ群落の代表的
な場所を候補地として選定した。当保護林は5ha以上

500ha未満の面積であるため、可能な限り異なる植生が

含まれるよう2箇所の調査プロットを設定した。

【調査プロット1：オオイタヤメイゲツ群落】（標高1,420m）

　高木層は高さ20m、胸高直径30-67cm(最大はオオイタヤメイゲツ)、植被率70%

で、オオイタヤメイゲツが優占している。亜高木層は高さ10m、植被率20％で、オオ

イタヤメイゲツ、アオダモなどが生育している。低木層は高さ6m、植被率10％で、

オオイタヤメイゲツ、コシアブラなどが生育している。草本層は高さ0.5-1.5m、植被

率60％で、スズタケが優占して生育している。高木層・亜高木層を構成する胸高直

径18cm以上の保存対象種であるオオイタヤメイゲツは19本生育している(最大

66.8cm)。中齢～老齢木からなるオオイタヤメイゲツ林に老齢のシナノキやブナなど
が混在している様相を呈している。小中円内において、次世代を担うオオイタヤメイ
ゲツの中低木(4cm以上18cm未満)は見られず、また、植生調査においても草本層
にオオイタヤメイゲツの生育が僅かに確認されてる程度である。前回調査で胸高直
径56.3cmあった老齢のオオイタヤメイゲツの倒木が認められた。また、シカによる
影響が著しく、林床のスズタケは葉量が低下し、背丈も低い状態となっている。ただ
し、オオイタヤメイゲツへのシカによる樹皮剥ぎなどは認めらない。

【調査プロット2：オオイタヤメイゲツ群落】（標高1,408m）

  高木層は高さ18m、胸高直径30-90cm(最大はオオイタヤメイゲツ)、植被率70%

で、オオイタヤメイゲツが優占している。亜高木層は高さ15m、植被率20%で、オオ

イタヤメイゲツが優占している。低木層は高さ2m、植被率10％で、ヒメシャラが生育

している。草本層は高さ0.5m、植被率60%で、スズタケが優占している。高木層・亜

高木層を構成する胸高直径18cm以上の保存対象種であるオオイタヤメイゲツは

26本生育している(最大90.5cm)。中齢～老齢木からなるオオイタヤメイゲツのほぼ
純林の様相を呈している。小中円内において、次世代を担うオオイタヤメイゲツの
中低木(4cm以上18cm未満)は6本見られるが、植生調査においては確認されてい
ない。オオイタヤメイゲツの枯損木やシカによる樹皮剥ぎなどは認められない。しか
し、シカによる林床植生への影響が著しく、林床のスズタケは葉量が低下し、背丈も

【到達状況】

  大きな変更はない。駐車地点までは一般道を利用する。H29.12時点
で、静岡県側から前回駐車地点（県境付近）まで通行可能。山梨県側は
通行止め。崩壊の多い場所であるため、調査前に要確認。

【林分概況】
  保護林内は、胸高直径30～60cm程度のオオイタヤメイゲツが優占し、
イタヤカエデ、ブナなどが混在する林相となっている。シカの食害により、
スズタケの葉量が落ち、枯れた桿がある。

【調査プロットの代表性検討結果】
  調査プロット1は、30～60cm程度のオオイタヤメイゲツがまとまって生
育し、保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プロットを活用して
調査を行う。また、調査プロット2は、30～90cm程度のオオイタヤメイゲツ
がまとまって生育し、保護林の代表的な地点といえるため、前回調査プ
ロットを活用して調査を行う。

【プロット表示】
  特に問題は見受けられないが、プロット1は中心点標示に丹頂杭を使用
しているので注意する。
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